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土 族 語 の 一 方 言
一 ・4粥漉θV∂Z廊漉`玩吻946プM∂ π9πoγの 言 語:一
角 道 正 佳
は じ め に
この資料(Schrδder(1959,1970)以下VMI,皿 と略記す る)はSchrδder
が1948年11月25日か ら1949年6月30日にか けて,青 海省 の互助 の沙堂川 の甘家
塗 で当時67歳のTuoIfula(朶先生)の 助けを借 りて,1903年mula-xonitsi-
paη(「小 さい羊飼 いの小屋」とい う意味)生 まれの娘婿 のGu蝕bo-sdzia(mgon
]poskyabs)から採 取 した ものである.こ の資料 は当時 まだ正書法 を持 ってい
なか った土族(モ ングォル)語 を記録 した もの として非常 に貴重 な ものである,
1961年7月27日付け のR6na-Tasあて のSchr6derの手紙 には,こ の二人 は
Narin-guorとXa16i-go1の中間 の方言 を話 し,二 人 ともNarin-guorとXa1こi-
go1から馬 で一,二 時間の所 に住 んでお り,お 互 いに一時 間か ら一時 間半離れ
ている と記 され ている(R6na-Tas(1966:192註1)).
土 族 の 名 称
土 族 と い う名 称 は 解 放 後 の も の で あ り,様 々 な 呼 び 方 を さ れ て き た.Schrδ一
der(1964:143)には 民 族 名 と し て,自 称 と し て はtsi◎anmoη ◎01,mo埴01
kun,タ ン グ ー ト人 か ら はkarlong(mkharhmg),rgyahor,漢 人 か ら は
「土 人 」,P琵evalskiか ら はDalden,Dolde瓜,Daldy,HucとGabetか ら は
Dchiahourと呼 ば れ た と 記 さ れ て い る.
noTaHHH(1960:374-375)には,三 川 で は 自 称 がt舶ganmongo1で あ り,
モ ン ゴ ル 人 か ら はdalda,doldo,dolonxeleteidoldo等と呼 ば れ て い る と記
(179)
され ている.
『土族簡史』 には 自称 としては,互 助,大 通,天 祝 では 「蒙古爾(1nongo1)」,
「蒙古爾孔(mongolkun)」,「察汗蒙古爾(qaganmongo1)」,民憩三川地区
では 「土昆」,甘 粛省 卓尼地区 では 「土戸家」 といい,他 称 としては蔵族か ら
「爾(hor)」漢,回 族か らは 「土 人」,「土 民」 とよばれ,漢 文資料には 「西寧
州土人」,「土民」 と.して現れ,解 放後は 「土族」 と呼ばれ ることになった とい
う説 明が ある.
土族 語の方言は 大 ぎ く互 助方 言 と 民和方言 に 分かれ,互 助方言は さらに
Xa16igo1,Naringuor(Naringo1),Fulannuraに分かれ る とされ ている
(魯長壽(1986:60)では互 助方 言を東溝,大 通,五 十 の三 方言 に分 けてい る).
TuolfulaとGuanbo-sdziaの言語形成期を過 ご した場所が違 うの で,い ま
問題に してい る資料(VMI,皿)の 下位方言名 を地域名 で表現す るこ とはで
きない.
『土漢詞典』(東溝方言)でauで 表記 されてい る語(DictionaireMonguor-
FranGais以下DMFと 略記す る(Naringuor方言)で はgに 対応す る)は,
VMI,∬ ではoまたは6に 対応す る.一 方 『土漢詞典』 でuuで 表記 され て
い る語 はVMI .,Hではiu,uに 対応す る場合 とo,6に 対応 す る場 合 とある.
また 『土漢詞典』 でooで 表記 されている語 はVMI,皿 ではo,6,uoに 対








































VMI,π のo,6だ け見 ると,a,b,c類の どれ に対応す る母音かわか らな
いけれ ども,b類 に対応 す る母音 にはiu,uは現れ ない し,uoも極 めて稀 にし
か現れ ない とい う特徴が ある.Xa16igol方言 ではa類 とb類 とが区別 され な
い し,d類 とe類 とが区別 され ない ことが ある.VM1,取 こ:おいて もよ く似
た特徴が見 られ るが,Xa16igo1方言ほ どではない.a類 にはiu,uが 現れ る
がb類 には現れ ないか ら,一 応区別が ある とい える.し か しb類 とc類 との区
別はか な り曖昧で ある.e類 はeが もっとも普通 の母音 で あるか らd類 とe類
も一応 区別が ある.VMI,皿 の特徴はb類 とc類 との区別が非常に曖昧だ と
い う点であ る.c類 にはuoが 頻繁 に現れ るが,b類 に は稀 にしか現れ ない と
い う点がわずか に両者 を区別す る特徴 である.VMI,∬ の特徴はuo,ieの
よ うな上昇二重 母音 が他 方言 よ り頻繁に現れ るとい う点 に も認 め られ る.
子音についてはXa16igo1方言 とVMI,∬ は音 節末の1が 保たれてい るの
に対 し,Naringuor方言ではrに 変化 してい る.





















Aに つ いてはVMI,豆 はNaringuor方言に近 く,Bに ついてはVMI,
皿はXa16igo1方言に近い.
Schr6derはVMI,皿以外に土族語版 のゲ セル物語を記録 してい る.こ れ
は彼の死後Heissigの解説付 きで 出版 された(Heissig(1980)(GRと略記 す
る)).GRはSchr6derの 遺稿が手書 ぎの ままの形で出版 されてい るため,
非常に多 くのバ リエーシ ョンがそ のままの形で記 されてい る.こ れについては
(181)
角道(1988a)で述べ た.一 方,VMI,π は,余 剰 的な要素 を取 り去 って少 し
整理 した形 で出版 され ているため,GRに 比べてバ リエーシ ョンは少ないが,や
は りか な りの数 のバ リエーシ ョンが確認 で ぎる.こ れにつ いては角道(1990a)
を参 照され たい.VMI,皿 とGRと は表記体 系が異 なっていて,後 者 で記 さ
れている鼻 母音 は前者にはな く,ま た後者のd2i,t6i,6iは前者 ではdzi,tsi,
siとなってい る.し か もGRに は鼻母音 ～ 口母音 とか ξi～siのよ うなバ リエ
ーシ ョンが存在す るため,両 方 のテキス トの語彙 を同一 の語彙集 に含 めるこ と






























チベ ッ ト,中 国,ア ム ド












































































出典 を示す ために.上 述 の凡例記号 および数字 を用い る,数 字 はテキス トの
通 し番号 を表 す.し か し初 出 とはかぎ らない.参 考 として 『土漢詞典』 の表記
を付記 する.jighasi～jaghasiのよ うな場 合をji/aghasiと略記 し,udur～
durのよ うな場合を(u)durと略記 する.「土 漢詞典』に該 当す る語 がないけ
れ ども 『土漢 対照詞彙 』にあ る場合は,そ の表記 を()に 入れて記す.以 上
の どれ に もない場合は,DictionaireMonguor-Frangais(DMFと略記す る)
の表記 を一部簡略化 して記す.
Tib.はチベ ッ ト語か らの借用語で ある.R6na-Tas(1966),「土族語詞彙」,
Sch痴der自身の註 を参考 に してチベ ッ ト文語形 または祖形 を記す.§はR6na-
Tas(1966)の出、典を表 す.
Ch.は中国語(漢 語)か らの借用語 である.現 地 の発音 ではな く普通話 の発
音 を耕音字母 で記 した ものである.
土族語 の動詞語幹 は各種 の辞書 ですべて母音 で終 ってい るよ うに記 され てい
るこ とが多いが,VMI,丑 のテキス トか らは語幹末母音が決定で ぎない場合
が ある.こ うい う場合は子音語幹 として記 した.
テキス トの音声 的特徴
VMI,皿 はある程度 の整理が なされ ている とはい えSchr6derが音素にっ
いて どの ような考 えを持 っていたか は明か でない.実 際 に音素分析 を試み よ う
とす る と大変 な困難 にぶつか る.最 小対立 がひ とつ で もあれば別 の音素だ とす
るのであれ ば,hani一(MIV61)「閉 じる」 とxani一(XM185)「満 足す る」
とか ら,/h/,/x/とい う別の音素 を認 め る必要があ る.し か し一方 でhal6a
(183)
(MI126)～xal哲a(XM301)「手 のひ ら」 の ようにhとxと が 自由交替す
る語 もあ る.同 様に,甜o§u(MII2)「 シ ラカバ」 と 甜ogu(XM316)「老
いた」 か ら/酬 と/g/と は別 の音素 でなげればな らない ことにな る.し か




(VMII51)「青い」,sil§a一(XM264)～silga一(XM267)「振 る,垂 れ る」.
これ らの語 は 『土漢詞典 』ではjirghoon,li/aghasi,9halar,ngulge一,kugo,
silgOO一と表記 され てい るこ とか ら,前 者三語 は本来は 哲,後者三語は本来 はg
である と思 われ る.す なわち音素/§/に は[◎～9]と い う異音 があ り,音 素
/g/には[g～ ◎]とい う異音が ある ことになる.そ して §～gの 交替 をする
ものは/§/の ほ うが多い.し か しあ る特定 の 哲 な り9が 栢/,/g/のどち ら
であ るかを決定 す ることはVMI,丑 か らはで きない.母 音 の長 短について も
同 じよ うな問題が ある.甜61一(G68)「年 を とる」 と 翻ol一(XM284)「切 る」
を見 ると,母 音 の長短 の弁別が あることに なるが,長 母音 と短母音 との間 の自
由交替 は非常に多い.
Schr6der(1959:11)には,ド イツ語 の 有名な 『菩提 樹』の 歌にた とえて
AmbrunnenvQrdemTQredastehteinLindembaumをAmbru
nenvordemtoredastehteinlindembaumのよ うに,前 の語 の後半 と次の
語 の前半 を くっつけ たよ うな発音 をす る ことが よ くあ った と記 され ている.長
短が曖 昧になってい る理 由の一つ はここにあるのではないか と思 われ る.し か
し第一音節 にaが 現れ る ことは稀 であるのに,6は 稀 ではないのに対 し,第 二
音節以下 にはaは 頻繁 に現れ るのに,0は 稀 である.i,O,eとい う長母音 は音
節 の位置 に関わらず稀 に しか 出現 しない.
「母」 はama(XM37)・)ama(MIII56)とい う交替形が あるのに対 し,
「口」 はama(Xoni1)の形 で しか現れ ない.「口」 をamaと 発音 するこ と
(184)
は,第 二音節以 下のa～aの豊 富なバ リエ ーシ ョンか ら考 えて十分 あ りそ うな こ






























以上 の リス トで=の 左右だけ を見 る と同音異義語 のよ うに見 えるが,
替 のよ うすが異 なるので,や は りどこかが違 ってい ると考 えざるをえない.
か し,交 替形の うち のどれが最 も基本的 な もの であるか を決定す る手がか りは,
出現頻度に頼 らざるをえない.次 の よ うな場合には 「根,台 」は 「時」 と 「鷹」
との うちの どち らとの同音 異義語なのか決定 す ることはで ぎない.
根,台s(z)aarsar(xue23)=sar(MIV40)sar時
sar(Xoni182);sar(xue5)saar鷹
交替形 を持 たないために,他 の資料 では同音異義語 でない語 のペ アがVMI,













VMI,Rこ 現れ る母音 及び子音 は次の とお りであ る.子 音 の うち,gを ◎,
血 を η に改 める.




長母音 ▽ 1 6 a 6 u






i▽ i6 ia i6
u▽ ue u6
短母音
iv ie 童皇 ia ia io iu
uV ue ue u皇 ua ua UO































半 母 音 W y
ふ る え 音 r
流 音 1






























































6とか6と い う母音は上述の語に一度現れるだけである.ieも二度 しか現れ
ないが,uΩ～ueのような交替をしている語が三語現れるので,誤植と見なす
べ ぎか どうか判断が難 しい.他 にも補助記号の付け忘れや付け過ぎがあろうが,
実際には誤植か どうかの判断は困難である.
デキス トめ語彙的特徴
























モ ン ご ノレ







































チ ベ ッ ト語 か





















































































































































































土族語 にはチベ ッ ト語,漢 語 か らの借用が多数存在 する.ど うい った語彙 に
借用語が多いか,以 下に ご く限 られた範 囲で述べてみ る.モ ンゴル系語彙 とい
うのは,モ ンゴル文語 に対応す る形が存在す る ものをい う.モ ンゴノレ文語形 自
体が借用語で あるか否かは問わ ない.例 えば,lama「 ラマ」 はモ ンゴル系に












人 体,動 物 の 体
モ ン ゴ ノレ系
ama「 口 」,aras6「皮 」,ber6「脇 」,bie「体 」,b616「歯 茎 」,gudzi「首 」,
gudzie「胃 」,§ar「 手 」,.§uandzi基s登「尻 」,ide◎ 「膝 」,k61ie「腹 」,kllie
「舌 」,kua1「 足 」,kued涜 「晒(ヘ ソ)」,k繭uo「 乳 房 」,maxa「 肉 」,niur.
「顔 」,nudu「 目」,nure「背 中 」,ηguas6「毛 」,s61a「尾 」,甜e「 歯 」,萌e
「腱 」,to1§ue「頭 」,tsidze「血 」,tsigi「耳 」,xal§a「手 の ひ ら 」,xadzier
「頬 」,xawar「 鼻 」,xure「指 」,xu66「 口 ば し」,yas登「骨 」
そ の 他
baηdzδ「翼 」・rawar頭 髪 」・ 舶 ηdδ「毛 皮 」・uruo「死 体 」
動 物 名
モ ン ゴ ル 系
asε「牛 」,bas6.「虎 」,buru「仔 牛 」,da◎a「 仔 馬 」,dzidzi§包 「動 物 の 仔 」,
dzi§adz§「魚 」,funi塵 「狐 」,gugu(忌o)「カ ッ コ ウ」,1uosa「ラ バ 」,mo⑳ Ω
(191)
「蛇 」,mori「馬 」,noxuΩ「犬 」,sadz埴a「カ サ サ ギ 」,sira§o「フ ク ロ ウ」,
帥 「鳥 」,unie「雌 牛 」,xoni,xonima「羊 」,xor帥e「 虫 」,yilna「山 羊 」
そ の 他
amdziga「雀 」,arda◎「獣 」,dzindzi「孔 雀 」,§1a「 薦 香 鹿 」,◎lulnu「ナ ー
ガ 」,kadan「 狼 」,mawya「 孔 雀 」,m硫 「猫 」,mdzioη 「野 生 の ヤ.ク」,
mus§ 「ヤ ク 」,nirwa「鴨 」,弓gusge「鳩 」,pugun萌 「虻(ア ブ)」,sar「鷹 」,
甑mbalafdzin「蝶 」,首bawo◎ 「蛙 」,舘 Ωs鯉 「コ ウ ラ イ ウ グ イ ス」,tsioη「ガ
ノレタ"」,ts茸seril「亀 」
動 物 関 連 語 彙
モ ン ゴ ル 系
bas6「糞 」,fuo96「 脂 肪 」,fuo箆 「巣 」,ndi鶴 「卵 」,nimbudz邑 「涙 」,
siadz6「小 便 」,soldz6「胆 汁 」,yara「傷 」
そ の 他







植 物 関 連 語 彙
モ ン ゴ ノレ系
furie「種 」,la甜zi「 葉 」,m6dδ 「木 材 」,sala「 枝 」,sdziodz6「樹 木 」,
tsidzi哲「花 」,xa6「 芒(ノ ギ)」,猟s芭 「草 」
(192)
そ の 他
arala◎「枝 」,.kor6.「粒 」,nadze「芽 」,uos6「芽 」
親 族 名 称
モ.ンゴ ノレ系
aba「父 」,adzia,awu「兄 」,bieri「妻 」,do「 弟 」,fsd加n「 娘 」,ku「 息
子 」,mugan「 婆 さ ん 」,uru§ 「親 戚 」,.w6mo哲 「氏 族 」
そ の 他.
agu「お ば 」,ama,an6「 母 」,anie「 お 婆 さ ん 」,bule「子 供 」,gadu「 友
達,兄 弟 」,idzie「姉 」,1aoxan「夫 」,samu「 姪 」,tsindziaη「家 族 」
自 然 現 象
モ ン ゴ ル 系
dzierma「霰(ア ラ レ)」,ki「 風 」,no§dzil「雷 雨 」,siuderε「露 」,uloη
「雲 」,xura「雨 」
そ の 他
s芭mukuo「霧 」,t碕 「稲 妻 」
人
モ ・ン ゴ ノレ系
.
asさndzi「牛 飼 」,daldεndzi「商 人 」,1ama「 ラ マ 」,paqきi「徒 弟 」,pu埴an
「仏 」,xan「 皇 帝 」,xol⑳Ω 「泥 棒 」
そ の 他
§uΩdzi「乞 食 」・kaguluan「敵 」・1uaη9劇zin「祈 禧 師 」・nawdzuo「 画 家 」・
nd加o「 客 」,saηredzi「仏 」,Rεdziawu「王 」,s閃 「活 仏 」,s芭mtsien「衆
生 」,tsiaηd芭「強 盗 」,wos6roη 「加 葉 仏(カ シ ョ ウ プ ツ)」,xuawu「 兵 士 」,
yaxaη「仲 買 入 」
(193)
飲 食 物
モ ン ゴ ル 系
alima「果 物 」,deras芭 「酒 」,die醗 「飲 物 」,fdz6「水 」,idiegu「飲 物 」,
r邑lnien「乳 皮 」,sun「 乳 」,帥e「 裸 麦 」,tara「穀 物 」,t6dzε「油 」
そ の 他
ba§ 「果 実 」,amela「 リ ン ゴ 」,fsier「大 麦 」,qara「砂 糖 」,mant6「 饅 頭 」,
ηguma「 粥(カ ユ)」,tsia「お 茶 」,yayi「妙 麦 」
天 体
モ ン ゴ ル 系




す べ て モ ン ゴ ル 系 以 外
rδguH「冬 」,riyar「夏 」,sili「春 」,甜ol1「秋 」
数 詞
す べ て モ ン ゴ ル 系
dalan「七 一ト」,dieran「四 」,d610n「 七 」,dzioη 「百 」,dziran「六 十 」,
d・i・6・・nr六 」・ 尊…r二 」・ §・・anF」 ・mi・ ηxanr千 」,・e遡nr八 」・
ni塵 「一 」,醐z飢 「九 」,tawen「五 」,xaran「十 」
位 置,方 向
モ ン ゴ ノレ系
de箆 「上 」,doro「 下 」,dunda「 中 」,dziuruo「間 」,㊤ada「 外 」,ndiere
(194)
「こ こ」,sergu「南 側 」,sol§ue「左 」,きdoro「 中 」,tiende「そ こ」,ti§6
「上 」,waroη 「右 」
そ の 他
geril「北 側 」,ro§ 「方 向 」,sdzi「中 心 」,smad「 低 地 」,warl%「 中 部 」
場 所,地 形
モ ン ゴ ノレ系
ayi1「村 」,bula◎ 「泉 」,dali「海 」,§ada「 岩 」,§adzier「土 地 」,雨uoli
「谷 」,m6r「 道 」,muoruon「川 」,nukuo「穴 」,sirq「土 」,ula「山 」
そ の 他
badz配e「城 壁 」,da埴u1「 土 塊 」,dz6η9「穴 」,dziaw「 山 腹 」,1a甜zi「オ
ボ 」,natan「 沼 地 」,ndzikua「耕 作 地 」,ndziamba「川 岸 」,reduomben
「墓 の 上 に 置 く魔 除 け の 石 」,sar「麓 」,taη 「平 原 」,ta甑 「石 」
建 物
モ ン ゴ ル 系
ger「家 」,puos⑳o「 敷 居 」,母zu§uo「竈(カ ・マ ド)」,udie「入 口」
そ の 他
bik甑r「天;幕」,gandziara「庇(ヒ サ シ)飾 り」,9"r「 家 」,§arkaη 「航 」,
16dz芭「建 物 」,ndo60n「経 堂 」,paη 「家 畜 小 屋 」,pi「 航 」,r砲uomba「 寺
院 」,sasa「仏 塔 」,saη 「階 」,魚dz芭 「テ ラ ス」,ts廿er§uo「錠 」,y6se「鍵 」
時
モ ン ゴ ル 系




di「時 」,malaη 「明 日」,muonuo「 今 夜 」,sdziaroη「朝 」,sagu「時 」,s雄
「目寺」,sila1〕「夜 」,sir6「午 後 」
金 属
モ ン ゴ ル 系







具 体 名 詞
モ ン ゴ ル 系
可o尊 「背 負 い 籠 」,budo◎ 「小 縄 」,buliu「砥 石 」,doη 「ほ ら 貝 」,dziu「針 」,
dzUla「明 か り」,gurdzi麺 「鍬(ス キ),シ ャベ ル 」,§a1「 火 」,kuo「 煤 」,
1εmu「弓`」,maldz蒼「氷 」,ndzies芭「鍬(ス キ)」,semu「 矢 」,siawar「粘 土 」,
sie1「.ガラ ス 」,s61§a「桶 」,甜id6guo「 ナ イ フ」,齢mu「:木 釘 」,tsiduguo
「ナ イ フ」,tu§uo「鍋 」,tulun「袋 ⊥wold6「 刀 」,xoη§uor「鈴 」
そ の 他
bar◎al「罠 」,bodzia「留 め 金 」,darmu「 旗 」,d6ndzia「範(ク ビ キ)」,
die1「縄 」,dzieηgoη「容 器 の 台 」,dzigεdzi「墓 」,fsaη,funi「煙 」,ga葛「瓶 」,
gand涜 「柄 」,garloη「留 め 金 」,ged鋤9己 「座 布 団 」,gudzio§「織 機 の 部 分 」,
guod「光 」,kasga「裂 け 目」,kuedz芭「結 び 目」,kuorluo「輪 」,luo「 ド ラ」,
1utsi「車 軸 」・mawu「 布 巾 」・mudz芭 「馬 鍬 くマ グ ワ)」・ 船nsi「 樽 」・pand%
'(196)
「皿 」,sdier「供 え 物 」,sdzio「鞭 」,sdziora「割 れ 目」,s苺nardzi「鼻 輪 」,
s6no§der「宝 瓶 」,ser「お 金 」,sguora「輪 」,siabsir6「鞭 紐 」,siaηdzε「箱 」,
sman「 薬 」,t獄zitu「曼 陀 羅 」,tesma「革 」,tsiendz登「ペ ン チ 」,tsiewdzi
「針 箱 」,tsuomdzia「武 器 」,wadma「 両 刃 の ナ イ フ 」,warma「 秤 」,
wu.mts廿「水 瓶 」
抽 象 名 詞
モ ン ゴ ル 系
am甑 「命 」,.d6「歌 」,duran「気 持 ち 」,dziawloη「苦 難 」,funir「香 り」,
§uda1「嘘 」,nas§「年 齢 」,niere「名 前 」,nuor「眠 り」,sgi1「心 」,suniedz芭
「魂 」,ugo「'ことば 」,xari「返 事 」
そ の 他
ada1「生 活 」,dar籠 「習 慣 」,do勾si「事 」,duando自 「事 情 」,duan「 こ と,
わ け 」,dzi1◎uo「感 謝 」,d加 鞠dzia「収 穫 」,far「方 法 」,h訂gδguni「軌 道 」,
hasdzin「善 行 」,lantsio哲「業 」,le「 生 命 」,1isga「仕 事 」,1頭 「.方法,様
子 」,nam甜m蒼 「魂 」,nantside「困 難 」,nie碗oη 「苦 労 」,ntsam「 坐 禅 」,
nuosoni「不 幸 」,ηgasdzi「不 幸 」,ramba「 種 類 」,redze「 成 分 」,rδkua
「知 識 」,rε1an「湿 気 」,samba「 種 類 」,sdz澱n「 心 配 」,sia醐a弓 「噂 」,
sierg§gu「円 周 」,so§ 「祈 濤 集 会 」,曲ntsiedgenidid芭 「来 世 」,甜 痢,
首diem畿e1.「兆 候 」,§dorma「 宴 」,甜otsia「賛 美 歌 」,鵠muluon「 仕 事 」,
齢na1§a「悲 し み 」,触e「 源 」,tsiadba「種 類,区 別 」,udiewa「 平 和 」,
wa亀a「 運 命,幸 運 」,xdzoq「 指 示 」,xuawu「 武 術 」,xue「 故 事 」,y6ro
「声 」
色
モ ン ゴ ル 系





モ ン ゴ ノレ系
arin「清 い 」,dziolan「軟 ら か い 」,dz廿ew「 正 し い 」,gegen「 明 る い 」,
kueidien「冷 た い 」,kundun「重:い」,moluo9「丸 い 」,narin「細 い 」,nitien
「湿 っ た 」,sorδn「涼 しい 」,sen「 良 い 」,sgxan「美 し い 」,甜ogu「 老 い た 」,
題e「 大 き い 」,§帽tsien「賑 や か な 」,ta埴an「 太 っ て い る 」,tiew曲n「 平 ら
な 」,tsira§「丈 夫 な 」,uluon「多 い 」,undur「高 い 」,xadoη「硬 い 」,xaloη
「熱 い 」,xaraηgu「暗 い 」,x6dz芭n「空 の 」,xoluo「遠 い 」
そ の 他
ar殉ka「 普 通 の 」,gatien「多 い 」,guηdoq「 公 平 な」,1uosuo「面 倒 な 」,
mula「小 さ い 」,ode「広 い 」,sialdzi「貴 重 な 」,sir飢 「清 い 」,蕊niηr配zi
「可 愛 そ うな 」,舘amu「 難 し い 」,tsien「大 き い 」,猟mo「 し ゃ が れ た 」
副詞
モ ンゴル系
semugier「秘か に」,udam「ゆ っく り」
その他
do§mu「は っぎり」,daroη「さらに」,d五蕊 「詳 しく」,d6dε「いったい」,
dziaq醗「す ぐに」,maka「まもな く」,薗rda「す ぐに」,hana「み んな」,
yile「全部」
参 考 文 献
恰斯 巴 特 爾,他 編(1985)「土 族語 詞彙 』(Mon70rkelen廿Uges)内蒙 吉 人民 出 版 社
互 助 土 族 自 治県 民 族 語 文 辮(1982)「土 漢 対 照 詞彙 』(Mo㎎holQidarHarilqileguUgosge)
































立的」モンゴル系諸言語を中心に一」早稲田大学北方言語 ・文化研究会 『民族接触 一北
の視点から一』六興印刷273-289



























deSmedt,A.etA.Mostaert(1933)Lθ肋 ♂θσオθMoπg㍑07μ7κ 勿 γlesmongolesdu
Kansouoccidental,m:epartie,DictionaireMonguor-Frangais,hprimeriedel'universit6
Catholique,Pei・p'ing.(DMF)
deSmedt,A.etA.Mostaert(1964)五8diale`彦eハ40nguor」parlg」妙lesmongoles伽
Kansouoccidental,Hepartie,Grammaire,Mouton&Co。,TheHague,
rloTaHHH,r・H・(1960)TaHryTcKoTH6eTcKa兄olくpaHHaKHTaHH双eHTpa丑bHaH
MoHMH分,rocy双apcTBeHHoeH3八aTeπbcTBoreqrpaΦHqecKo員認HTepaTypbl,瓢oclくBa・
To八aeBa6.X.(1960)瓢oHro諏bcKH員H3HKHH五Ha∬eKTHKHTaH,瓢ocKBa.
To八aeBaB.X.(1973)赫oHropcKHhH3blK,H3双aTe諏bcTBo《HayKa》MaBHaHpe双aK.
HHHBocToqHo且 ∬HTepaTypbl,ハ伍ocKBa,
(200)
